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九州地方整備局

着工前重点準備について



着工前重点準備の必要性（南郷奈留道路）

○東九州自動車道（清武JCT～日南北郷）では「日南層群」の分布を確認。
○日南層群を通過した「芳ノ元トンネル（R5.3開通）」では、トンネル施工時に地すべり活動による

トンネルの変状が発生し、大規模すべりの可能性があることが施工中に判明。

掘削区間

深さ７０ｍ
想定地すべり面 挙動から設定したすべり面

＜滑動すべり面＞

すべり面
0.5mm/月

トンネルの移動方向
（0.5mm/月）

日南層群

地すべり活動に伴う芳ノ元トンネルの変形

■日南層群の概要
・約3,200万年前に発生した海底地すべりによって形成されたものが隆起
■日南層群の特徴

①岩質が柔らかい ②風化速度が速い ③法面崩壊や地すべりが起こりやすい

※H23.2～H23.10 累計移動量4.5mm
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着工前重点準備の必要性（南郷奈留道路）

○東九州自動車道（南郷～奈留）においても「日南層群」の分布を確認。
○事業区間の約７割が日南層群を通過するため、トンネルや切土区間等において地質性状を把握した上

で道路構造について慎重な検討が必要。

地質分布図

出典：産業技術総合研究所 20万分の1地質図幅

(仮)南郷IC

(仮)奈留IC

(仮)串間IC

南郷奈留道路

延長13.3㎞

なんごう な る

Nm ：日南層群 泥岩

Ns ：日南層群 砂岩

Na ：日南層群 砂岩泥岩互層

Ai ：霧島火山新期溶岩 軽石凝灰岩（シラス）

Hm ：日向層群 泥岩

Ha ：日向層群 砂岩泥岩互層

ａ ：沖積層 海岸平野堆積物

事業着手後、着工前の調査・設計段階において、地質調査、地形測量等を重点的に実施予定

※上記以外に「日南層群混在層」の分布の可能性あり
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